
幾何学II演習 ＃８

• Exercise１：V = {(x, y, z) ∈ R3|x + y + z = 0}とする。V がベク
トル空間であることを示したい。

1. x ∈ V のとき、kx ∈ V であることを示せ。

2. x,y ∈ V のとき、x + y ∈ V であることを示せ。

• Exercise２：Ex.1の V の基底を１組 求めたい。a = (1, 1, 1)とす
る。a,b, cが V の基底となるような b, cを見付けよ。

• Exercise３：f : R2 → R2と g : R2 → R2が線形写像であるとき、
f ◦ gも線形写像であることを示せ。

• Exercise４：V, W をベクトル空間とする。線形写像 f : V → W

に対して、V の部分集合 {x ∈ V |f(x) = 0} を kerf と表し f の核
(kernel)と呼ぶ。

1. x,yが kerf の元であるとき、x + yも kerf の元であることを
示せ。

2. xが kerfの元であるとき、kxも kerfの元であることを示せ。
（ただし kは実数）

• Exercise５：次の線形写像 fについて、kerfを平面上に図示せよ。

1.
f : R2 −→ R2

∈ ∈

(x, y) −→ (2x + 3y, 4x + 5y)

2.
f : R2 −→ R2

∈ ∈

(x, y) −→ (4x + 6y, 6x + 9y)

• Exercise６：ベクトル空間R2から R2への線形写像、

f : R2 −→ R2

∈ ∈

(x, y) −→ (4x + 6y, 6x + 9y)

を考える。写像 fの像を平面上に図示せよ。
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